
がん緩和医療/支持療法セミナー 
関西医科大学がんセンターでは、関連各科の横断プロジェクトとして、 

骨腫瘍キャンサーボードを立ち上げました。 

転移性骨腫瘍を主な対象とし、骨病変の痛み・骨折・麻痺を予防・緩和することで、

患者さんが活き活きと活動的に過ごせるよう、また、十分ながん治療を受ける事が

できるようにすることを目的としています。 

本セミナーではプロジェクトの具体的な活動を紹介させていただきます。 

がん医療に関連するすべてのみなさまのご参加をお待ちしております。 

 骨腫瘍キャンサーボードの目指すもの 

   中村 聡明 先生 
      （関西医科大学 放射線治療科 准教授/がんセンター副センタ―長）  

  転移性骨腫瘍に対する外科治療 

  朴 正旭 先生 
       （関西医科大学 整形外科 助教)    

 転移性骨腫瘍に対する放射線治療 

      角田 貴代美 先生 
     （関西医科大学 放射線治療科 助教）  

 
日時  平成３０年１１月９日（金曜日） １８:００-１９:２０ 

場所  関西医科大学 学舎1階 第１講義室 

      〒573-1010 大阪府枚方市新町2丁目5番1号 

対象  緩和医療に興味をもつ専門医・研修医・看護師・薬剤師・大学院生 

     主催 関西医大附属病院がんセンター/７大学連携個別化がん医療実践者養成プラン 

  お問い合わせ 

                  Email: ganpro@hirakata.kmu.ac.jp 
                  Tel:  072-804-2298(内線2223) 
 関西医科大学がんプロ事務局 


